
山城の基礎知識、歴史背景を学ぶ

座学

×

山城の歩き方や緊急時の応急対応を学ぶ

ワークショップ

現地ボランティアガイドと共に登城

実地研修

西播磨山城ガイド養成講座2026
受講生募集

私たちが暮らす播磨地域には、姫路城以外にも

魅力的な場所がたくさんあることをご存じですか？

実は、播磨には多くの「山城」が点在しています。

なぜ山に城が築かれ、なぜ播磨に多いのか。

その理由を知ると、いつもの景色が少し違って見えてきます。

本講座では、歴史を学ぶだけでなく、「地域の魅力を伝える力」や

「自分の言葉で発信する楽しさ」にも触れていきます。

あなたの視点で、街の魅力を伝えてみませんか？

播磨の新たな一面を学び、一緒に地域を盛り上げましょう！

基礎から実践まで丁寧に学ぶ！

山城で出会う、播磨の歴史山城で出会う、播磨の歴史
地域の魅力を伝えるガイドへの道地域の魅力を伝えるガイドへの道
山城で出会う、播磨の歴史

地域の魅力を伝えるガイドへの道

自分の言葉で山城の魅力を

伝えられるガイドへ

主催：兵庫県西播磨県民局

お申込み方法・講座スケジュールはチラシ裏面をご確認ください！

協力：西播磨山城ガイド協会

×

年間プログラム

2026年
7月開講



受講料 5,000 円　
（資料代、実地演習に伴う傷害保険料含む）
※　研修場所までの交通費、昼食は自己負担となります。

※　オプション研修については別途参加費を後日徴収します。

研修カリキュラム

その山城、ただ登るだけで終わっていませんか？

一つひとつの山城には、播磨の歴史と人々の営みが息づいています。

本講座では、西播磨の山城を舞台に、武将たちのストーリーや地域の背景を学びながら、歴史の面白さを体感していきます。

さらに実際の登城では、地域のガイドとの交流を通して、現地ならではの魅力に触れることができます。

「このまちの魅力を伝えたい」その気持ちがあれば大歓迎です。

～西播磨山城ガイド養成講座 202６～
山城で出会う、播磨の歴史　地域の魅力を伝えるガイドへの道！

◇お問い合わせはこちら

主催：兵庫県西播磨県民局 　　協力：西播磨山城ガイド協会

（事業受託）特定非営利活動法人 姫路コンベンションサポート
　姫路市南町 76 番地城陽ビル 2 階　　☎ 079-286-8988　✉ info@hcs.or.jp

※全体研修の会場は応募者の状況で参加しやすい場所を、グループ研修は各山城に近い場所を

　選定し実施します。

申込方法

【応募締切６/30（火）】
※　応募者が定員を大きく上回った場合は、過年度の受講歴、

　　応募動機等を参考に選考いたしますのでご了承ください。

右のQRコードを読み取っていただき
Webから応募ください。

グループ研修日程 日程

【ガイド実践研修】魅力的なガイド実地演習①
グループ別で各山城でガイドすべきポイントを
座学研修で学ぶ。

8/2

（日）

【ガイド実践研修】魅力的なガイド実地演習②
～アウトプット体験～

案内のポイントをつかむため西播磨山城ガイド
協会所属のガイドグループ協力のもと、ポイン
トのレクチャーや地域の歴史など、各グループ
1～2回、実地にて研修する。

9月～
12月

全体講座

７/5
(日)

10:00
～

12:00

概要説明・既存ガイドとの交流、グループ分け・推し山城を見つける

山城の基本構造、縄張り図の読み方、歴史背景を学ぶ

開講式　・オリエンテーション

【座学】山城基礎講座

９/６
（日）

「緊急時の応急処置・救急対応研修」

給水や非常用品など安全装備の基礎、
緊急時の応急対応や連絡体制

【座学】安全対策研修①

10/4
（日）

「安全な登山方法」

山城の歩き方と危険回避行動、グループ行動の際の役割
などを学び「体力・安全への不安」を解消する

【実地研修】安全対策研修②

1月～
  2月 養成講座受講生を対象に実際にガイドツアーを行う

【ガイド実践研修】

～サポーター・アンバサダー認定～

役割別の認定証を授与し、今後の活動へ繋げる

３/14
（日）

今年度の養成講座参加者のうち希望の方を対象に

上級者向けの山城登城にチャレンジします！

【登城予定の山城】

　   長水城　　白旗城　　城山城　　尼子山城

【実施時期】11月～2月

（希望者対象）オプション研修

修了式　・振り返りと認定証授与

講師：永惠裕和（兵庫県立考古博物館学芸員）

講師：石井洋之（株式会社　好日山荘）

講師：石井洋之（株式会社　好日山荘）

場所：西播磨文化会館　講堂

募集定員 30名
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